












看護師通信 
当院では、避妊・去勢したわんちゃん、ねこちゃんのための
お食事を取り扱っています。 
ロイヤルカナン　ニュータードケアは避妊・去勢後の理想的
な体重維持のために、低カロリーに調整しています。また、
下部尿路疾患の健康に配慮して、ミネラル成分を調整してい
ます。中・高齢のわんちゃん、ねこちゃんはエイジングケア
のお取扱いもございます。どちらもサンプルのご用意がござ
いますのでぜひお試しください。 
ご希望の方はスタッフにお声がけください。
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ネコの甲状腺機能亢進症という疾患についてご存じでしょうか。その名の通りネコにおいて甲状腺というホルモンの分泌をつか
さどる器官が働きすぎてしまう病気のことです。この疾患は、1979年に最初の報告があり、歴史の浅い疾患です。(Peterson 
ME, et al. Am Coll Vet Intern Med. 1979.)　人の甲状腺機能亢進症は1913年に二つの種類に分類されています。バセドウ病
とPlummer病です。日本人においてはバセドウ病が99%を占め聞きなじみも多いかと思います。バセドウ病はB細胞性の自己免
疫疾患であり、甲状腺の濾胞細胞の増殖と機能亢進を誘発するものです。もう一つのPlummer病は甲状腺に機能性結節を形成し
緩徐な増大を示します。こちらは日本人の間では1%程度になりますがネコの甲状腺機能亢進症はこちらに類似します。 

ネコの甲状腺機能亢進症は高齢のネコでは最もありふれた内分泌疾患であり、平均年齢は13歳(4~22歳、8歳以下は<5%)であり
性別やネコ種問わず発症します。症状としては診断する数か月前から長いと1年程度前から存在することが多く、削痩98%、多
食81%、活動過多76%、頻脈66%、心雑音53%、多飲多尿60%、嘔吐55%、下痢33%という調査結果があります。(Peterson 
ME, et al. JAVMA. 1983) また、脱毛や被毛粗剛、脂漏症、皮膚の菲薄化などの皮膚の変化が見られる場合もあります。 
また、検査上では血液検査においれ軽度の赤血球の増加39%、血清化学検査においてALTの上昇85%、ALPの上昇62%、尿検査
において尿比重が>1.035 63%　等が見られます。 

中でも血清化学検査におけるALT、ALPの上昇は通常はどちらも<500 IU/mlを示します。また、肝機能検査において食前食後に
おけるTBAという値が正常値であり、絶食時のNH3が高値をしますことがあります。これは過剰な甲状腺ホルモンの暴露によっ
て肝酵素の上昇がみられた結果となります。 

診断は院内の血液検査にて行います。治療としては内科療法と外科療法があります。内科治療としては甲状腺機能亢進症に適し
た療法食を用いた食事療法、抗甲状腺薬を用いた治療法があります。食事療法の注意点としては徹底した食事管理が求められま
す。療法食以外のものを少しでも食べると効果がないといわれています。抗甲状腺薬での治療によって甲状腺機能亢進症が改善
し、慢性腎臓病が見られない場合、外科的に切除する治療もあります。 

高齢のネコでは慢性の腎臓病を抱えているケースも少なくありません。甲状腺機能亢進症は腎臓への血流量が増えるため腎不全
があった場合、その症状が改善されていることがあります。甲状腺機能亢進症が緩解していくうちに慢性腎臓病が現れてくるこ
とがあります。甲状腺機能亢進症はしっかりと治療できれば生存期間中央値は5.3年とされています。ただ、慢性腎臓病を併発し
ていた場合その限りではありません。 
健康診断の血液検査においてオプションとして甲状腺ホルモンの値も測定することができますので気になる方はお声がけくださ
い。 
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トリマー通信 
5、6月のオプションセットは泥シャンプーです！ 
低刺激な成分のため仔犬から成犬まで全ての犬種に使用でき皮膚
にも優しく、泥成分が毛穴に詰まった老廃物や汚れをしっかり吸
着し綺麗にしてくれます。じめじめするこの季節にぜひお試しく
ださい！

獣医師コラム ネコの甲状腺機能亢進症について 

中矢ムゥくん 曽根マロちゃん 佐々木桜子ちゃん

獣医師通信 
狂犬病のワクチン、フィラリア予防の期間です。フィラリア
の予防薬は食べるタイプや背中に垂らすタイプ、注射等複数
ご用意しております。気になる予防薬があれば遠慮なくお声
がけください。 


